
通算　　　　　
2009-10年度　第32回

例会
2635回

2010年2月24日（水）

林　隆雄
小家山　勝

●開会点鐘（18：30）
●ロータリーソング
「それでこそロータリー」

●会長報告
●幹事報告
●寄付報告
●出席報告
●閉会点鐘

○今年度次年度合同
　　　　　　　　懇談会

鈴木　幸栄

■2650地区ガバナー：山本　信男■RI会長：ジョン・ケニー

◆会長報告（今井正蔵君）

◆幹事報告（竹森英彦君）

◆今後の予定

◆寄付累計

会員数　　　19名
出席数　　　15名

出席率　   　79%

◆出席報告（木暮敏男君）
ニコニコBOX   　 ¥270,000

財団BOX     　　  ¥10,000

米山奨学会BOX  　 ¥10,000
◆寄付コメント報告(順不同）

■嶋田稔君　　冬道走ってきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

責任編集　弟子屈RC会報委員会　　●会報委員長　今井善昭　　　●委員　木暮敏男　小林寿男

本日寄付小計　
ニコニコ　　¥1,000　
財団　　　　¥ 
米山　　　　¥　　　

　

◆委員会報告　　

今年度も2/3が過ぎそろそろIMそして地区協議会が開催される季節となった。冬の雪道の中、
嶋田稔君も久々の登場である。本日は今年度次年度合同懇談会ということでまずは2010〜11年
度のクラブ運営方針を会長エレクトの今井善昭会員が述べた。テーマは半世紀の歴史と新しき
時代性の融和ということで、弟子屈ロータリークラブの活動を町民を中心に幅広く多くの人々
に認知していただき、結果会員増強に繋げるものである。また、具体的活動としては体験型
例会を増やすこと。また広報の充実として会報のホームページ発信をおこなう。奉仕においては
「個々の組織、地域、世界」へのバランスを持った奉仕の実践。職業奉仕倫理を広報し地域の
職業倫理を高めるなど、新しい分野への奉仕としてロータリーなりの身障者福祉を考えている
とのこと。またスポーツ及び文化（芸術、音楽）において弟子屈を広く知らしめる成績を残した
者を顕彰する弟子屈賞の創設を行ってはどうかとのこと。また、財団への寄付と同時に地域への
環流を行い地域活性化も必要。弟子屈RCは小さいがそのメリットは一体となって活動できること。
各新役員に期待し今年度から次年度につなぎたい。新旧懇談会はお酒と共にいい感じで終了した。

1,桐木茂雄プログラム委員長　
　3月のプログラム配布

1,あいさつ

1,IMの3分スピーチ　鈴木幸栄会員
2,IMの仮装カラオケ　未決
3,ロータリー文庫　弟子屈小学校　34020円の依頼

3/3（水）
ローターアクトについて
林隆雄　社会奉仕委員長
3/10（水）ゲスト卓話
これからは地産地消
摩周湖農業協同組合
生活店舗課長　豊島洋樹氏
3/13（土）7.8分区合同IM
＊3/17繰り上げ
3/17（水）18：00
本田裕二会員送別会
3/24（水）会員卓話
菅井心樹会員
3/31（水）近況報告例会

今年度.次年度合同懇談会


